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２
０
２
５
年
２
月
２
０
日
・
２
０
２
４
年
度
補
正
予
算
・
締
め
く
く
り
質
疑 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

上
野
み
え
こ 

 

ま
ず
、
物
価
高
騰
対
策
重
点
支
援
給
付
金
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。 

⓵
予
備
費
分
の
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
が
２
億
７
４
４
０
万
円
減
額
補
正
さ
れ
て
い

ま
す
。
支
給
実
績
と
減
額
補
正
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
ご
説
明
く
だ
さ
い
。
併
せ
て
、

給
付
金
の
支
給
対
象
要
件
に
つ
い
て
も
ご
説
明
く
だ
さ
い
。 

⓶
繰
越
さ
れ
て
い
る
２
０
２
４
年
度
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
の
支
給
状
況
と
繰
越
理

由
、
な
ら
び
に
支
給
対
象
要
件
を
ご
説
明
く
だ
さ
い
。
対
象
と
な
る
方
へ
も
れ
な
く
速
や

か
に
給
付
を
行
う
た
め
の
対
応
策
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。
過
去
の
事
業
で
は
、
対
象
者
で

支
給
さ
れ
な
か
っ
た
人
が
ど
の
く
ら
い
お
ら
れ
ま
し
た
か
。 

⓷
今
回
の
事
業
は
、
２
０
２
３
年
度
の
収
入
を
基
準
に
し
て
お
り
、
２
０
２
４
年
度
に
生
活

保
護
は
じ
め
非
課
税
相
当
に
家
計
急
変
し
た
方
々
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
新
型

コ
ロ
ナ
禍
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
で
は
、
家
計
急
変
世
帯
等
も
対

象
と
し
て
支
給
し
ま
し
た
。
今
制
度
に
お
い
て
も
家
計
急
変
世
帯
を
対
象
と
し
、
２
０
２

４
年
度
に
非
課
税
相
当
の
生
活
状
況
に
あ
っ
た
人
へ
の
給
付
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

以
上
、
市
長
な
ら
び
に
健
康
福
祉
局
長
に
伺
い
ま
す
。 

（
答
弁
） 

  

市
長
に
伺
い
ま
す
。 

 

現
在
支
給
し
て
い
る
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
は
、
支
給
対
象
世
帯
の
基
準
日
が
２
０

２
４
年
１
２
月
１
３
日
で
す
。
こ
の
時
点
で
熊
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
生
活
保
護
世
帯
で

支
給
の
対
象
外
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
を
市
長
は
ご
存
じ
で
す
か
。 

 

（
答
弁
） 

 

（
知
っ
て
い
る
か
、
い
な
い
か
、
端
的
に
） 
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も
う
１
点
、
市
長
に
伺
い
ま
す
。 

世
帯
生
活
保
護
や
非
課
税
世
帯
の
方
々
に
と
っ
て
、
こ
の
物
価
高
の
中
、
３
万
円
が
い
か

に
大
き
な
金
額
か
、
市
長
は
お
解
り
に
な
り
ま
す
か
。 

 (

答
弁) 

  

最
初
の
答
弁
で
は
、
予
備
費
分
の
給
付
金
の
減
額
理
由
を
予
算
で
見
込
ん
で
い
た
支
給

対
象
世
帯
数
・
対
象
人
数
よ
り
下
回
っ
た
か
ら
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
過
去
の
実
績
で
は
２
０

２
４
年
度
１
０
万
円
と
２
０
２
３
年
度
７
万
円
の
支
給
で
、
合
計
９
４
０
０
世
帯
の
未
支

給
を
残
し
て
い
ま
す
。
対
象
外
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
７
・
７
億
円
の
執
行
残
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
残
し
て
、
基
準
日
に
生
活
保
護
受
給
者
が
３
万
円
の
給
付
金
を
も

ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
現
状
が
あ
る
の
は
、
制
度
の
矛
盾
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
は
、

国
の
制
度
設
計
や
定
額
減
税
と
の
関
係
を
理
由
に
し
て
い
ま
す
が
、
生
活
保
護
の
方
は
他

に
支
援
が
な
い
か
ら
保
護
に
な
っ
て
い
る
訳
で
、
そ
う
い
う
方
々
を
対
象
外
に
す
る
福
祉

の
制
度
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

物
価
高
騰
に
苦
し
む
市
民
の
状
況
を
見
る
な
ら
ば
、
基
準
日
に
生
活
保
護
・
非
課
税
と
い

う
実
態
に
あ
れ
ば
も
れ
な
く
３
万
円
を
支
給
さ
れ
る
よ
う
な
制
度
が
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
家
計
急
変
へ
の
対
応
も
含
め
た
制
度
の
改
善
を
お
願
い
し
て
お
き
ま
す
。 

 

続
い
て
、
地
下
水
保
全
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。 

 

ま
ず
、
減
額
補
正
と
な
っ
て
い
る
白
川
中
流
域
水
田
湛
水
事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

① 

白
川
中
流
域
水
田
湛
水
事
業
に
つ
い
て
、
現
時
点
に
お
け
る
２
０
２
４
年
度
予
算
の
想

定
湛
水
面
積
な
ら
び
に
涵
養
量
の
到
達
見
込
み
、
涵
養
量
の
目
標
値
と
到
達
状
況
、
減

額
補
正
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
ご
説
明
く
だ
さ
い
。 

② 

２
０
２
４
年
度
か
ら
助
成
金
の
単
価
改
定
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
結
果
は
ど
う

で
し
た
か
。 

③ 

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
第
１
工
場
が
稼
働
を
始
め
ま
し
た
。
関
連
企
業
誘
致
も
含
め
て
地
下
水
へ
の

影
響
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
第
１
工
場
な
ら
び
に

関
連
企
業
進
出
に
よ
る
開
発
面
積
、
想
定
さ
れ
る
地
下
水
へ
の
影
響
に
つ
い
て
ご
説
明
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く
だ
さ
い
。 

以
上
、
環
境
局
長
に
伺
い
ま
す
。 

 (

答
弁) 

  

２
０
２
４
年
度
の
水
田
湛
水
事
業
に
お
け
る
湛
水
面
積
は
前
年
対
比
４
３
％
増
と
大
き

く
上
回
り
、
目
標
値
に
達
す
る
見
込
み
と
の
答
弁
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
や

他
の
半
導
体
関
連
企
業
の
進
出
に
よ
る
開
発
や
地
下
水
の
使
用
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
決

し
て
安
穏
と
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

確
認
で
１
点
、
環
境
局
長
に
伺
い
ま
す
。 

 

２
０
２
５
年
度
の
予
算
上
の
想
定
湛
水
面
積
・
涵
養
量
の
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。 

 

（
答
弁
） 

 

２
０
２
５
年
度
は
、
今
年
度
の
想
定
涵
養
面
積
・
目
標
値
を
予
算
上
目
指
す
形
で
す
。 

し
か
し
、
半
導
体
企
業
の
進
出
と
稼
働
に
よ
る
地
下
水
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

本
市
が
実
施
し
て
い
る
水
田
湛
水
事
業
に
つ
い
て
も
、
湛
水
面
積
の
想
定
、
涵
養
量
の
目
標

値
は
抜
本
的
に
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

市
長
に
伺
い
ま
す
。 

 

（
答
弁
） 

  

湛
水
事
業
の
目
標
値
は
「
次
期
地
下
水
保
全
プ
ラ
ン
で
は
見
直
す
」
と
の
答
弁
で
す
が
、

現
行
の
「
第
３
次
地
下
水
保
全
プ
ラ
ン
」
は
、
２
０
２
４
年
度
、
今
年
度
ま
で
が
計
画
年
度

で
す
。
次
期
計
画
は
何
年
度
か
ら
に
な
り
ま
す
か
。 

 

（
答
弁
） 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 



4 

 

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
や
他
の
半
導
体
関
連
企
業
の
進
出
に
よ
る
開
発
や
地
下
水
へ
の
影
響
で
は
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
敷
地
面
積
以
外
は
具
体
的
な
答
弁
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
規
模
な
開
発
、

大
量
の
水
使
用
、
使
用
水
の
処
理
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
、
企
業
の
壁
の
中
に
つ
い

て
は
全
く
不
透
明
で
す
。
企
業
誘
致
に
よ
る
経
済
効
果
が
華
々
し
く
喧
伝
さ
れ
る
一
方
で
、

地
下
水
の
枯
渇
・
汚
染
に
対
す
る
市
民
の
不
安
を
払
し
ょ
く
す
る
情
報
の
提
供
は
極
め
て

少
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
答
弁
さ
れ
て
き
た
「
県
や
近
隣
自
治
体
と
連
携

し
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
」
と
い
う
点
で
、
収
集
し
た
情
報
が
具
体
的
に
答
弁
で
き
な
け

れ
ば
実
態
の
あ
る
地
下
水
保
全
対
策
に
は
な
ら
ず
、
市
民
の
不
安
は
払
し
ょ
く
さ
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。
市
民
へ
の
情
報
提
供
と
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。 

 

ま
た
、
昨
年
１
２
月
に
公
表
し
た
昨
年
の
調
査
結
果
と
今
後
の
対
応
に
基
づ
き
、
今
回
の

補
正
予
算
に
新
規
事
業
と
し
て
「
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
対
策
専
門
家
会
議
」
開
催
経
費
が
提

案
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
検
査
が
増
額
補
正
さ
れ
て
い
ま
す
。 

⑴ 

専
門
家
会
議
は
、
２
月
１
３
日
に
第
１
回
目
が
開
か
れ
、
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
会
議
開
催
・
調
査
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
ご
説
明
く
だ
さ
い
。 

⑵ 

第
１
回
目
の
会
議
は
非
公
開
で
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
。
専
門
家
会
議

は
原
則
公
開
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

⑶ 

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
第
１
工
場
が
稼
働
し
、
使
用
さ
れ
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
が
Ｐ
Ｆ
Ｂ
Ｓ
、
Ｐ

Ｆ
Ｂ
Ａ
、
Ｐ
Ｆ
Ｐ
ｅ
Ｓ
の
３
種
類
で
あ
る
こ
と
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
専
門
家
会
議

で
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
、
埋
立
処
分
の
対
策
に
つ
い
て
も
調
査
・
検

討
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

⑷ 

昨
年
本
市
が
行
っ
た
井
芹
川
上
流
域
の
詳
細
調
査
結
果
で
は
暫
定
指
針
値
１
リ
ッ
ト
ル

あ
た
り
５
０
ナ
ノ
グ
ラ
ム
の
６
倍
以
上
の
６
６
０
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
い
う
高
い
数
値
も
あ

り
ま
し
た
。
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
へ
の
市
民
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
調
査
・
検

討
状
況
の
市
民
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
ま
す
か
。 

⑸ 

補
正
予
算
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
検
査
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
検
査
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
内
容
や
件
数
等
、
増
額
補
正
の
詳
細
に
つ
い
て
ご
説
明
く
だ
さ
い
。 

⑹ 

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
検
査
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
不
安
に
応
え
た
検
査
も
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
状
況
と
周
知
に
つ
い
て
ご
説
明
く
だ
さ
い
。 
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⑺ 
飲
用
井
戸
等
の
水
質
検
査
結
果
で
は
、
５
１
６
地
点
の
う
ち
、
５
５
地
点
が
指
針
値
を

超
得
て
お
り
、
飲
用
を
控
え
る
よ
う
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
も
高
い
数
値
の

検
出
に
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
血
中
濃
度
測
定
を
公
費
負
担
で
実
施
す
る
自
治
体
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
検
討
は
行
わ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
答
弁
） 

 

市
長
に
伺
い
ま
す
。 

 

 

専
門
家
会
議
は
、
今
年
度
３
回
程
度
の
会
議
を
予
定
し
て
い
る
と
の
答
弁
で
す
が
、
本
市

の
飲
用
井
戸
等
の
水
質
検
査
結
果
・
４
２
３
地
点
の
う
ち
、
４
７
地
点
で
指
針
値
を
超
過
し
、

飲
用
を
控
え
る
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
で
も
あ
り
、
専
門
家
会
議
は
２
０
２
５
年
度
だ

け
で
な
く
、
継
続
的
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
答
弁
） 

 

基
準
値
超
過
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
検
出
は
、
全
国
的
で
も
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
予

防
原
則
の
立
場
で
の
厳
格
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
く
よ
う
を
お
願
い
し
て
お
き
ま
す
。 

     


